
移動・交通と気候変動の関係を探る
⾃然エネルギーネットまつもと

平島 安⼈（ひらしま やすひと︓ひらさん）

2026.9.25  環境学習講座 第3回



今⽇のプログラム

▸情報提供︓前回のおさらい、移動・交通と気候変動の関係
▸質疑応答

▸グループ対話1︓クルマ利⽤を減らすアイデア
▸全体共有
▸グループ対話2︓鎌⽥”ここが好き”、”ここは気になる”マップ作り
▸全体共有
▸今⽇の振り返り、まとめ
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出典︓ Armstrong McKay et al., 2022. YALE ENVIRONMENT 360 / MADE WITH FLOURISH

地球が主要なティッピングポイントを越える推定気温上昇値

グリーンランド氷床の崩壊

⻄南極氷床の崩壊

熱帯のサンゴ礁の⼤量死

北部の永久凍土の融解

⼤⻄洋海流の崩壊

山岳氷河の減少

⻄アフリカのモンスーンの変動

アマゾン熱帯⾬林の枯死現象

なぜ1.5℃⽬標︖ → 1.5℃上昇によりいくつかのティッピングポイントを迎え、2℃でさらに増える

https://www.science.org/doi/10.1126/science.abn7950
https://flourish.studio/visualisations/
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過去20年間、世界的な森林破壊を招いた要因



ドローダウン︓地球温暖化を逆転させる100の⽅法

順位 解決策 ジャンル CO2削減量
、GT

1 冷媒 資材 89.7
2 陸上⾵⼒発電 エネルギー 84.6
3 ⾷料廃棄の削減 ⾷ 70.5
4 植物性⾷品が中⼼な⾷⽣活 ⾷ 66.1
5 熱帯林 ⼟地利⽤ 61.2
6 ⼥児の教育機会 ⼥性と⼥児 59.6
7 家族計画 ⼥性と⼥児 59.6
8 ソーラーファーム エネルギー 36.9
9 林間放牧 ⾷ 31.2
10 屋上ソーラー エネルギー 24.6
11 環境再⽣型農業 ⾷ 23.2
12 温帯林 ⼟地利⽤ 22.6
13 泥炭地 ⼟地利⽤ 21.6
14 熱帯性の樹⽊作物 ⾷ 20.2
15 植林 ⼟地利⽤ 18.1

順位 解決策 ジャンル CO2削減量
、GT

16環境保全型農業 ⾷ 17.4
17間作林 ⾷ 17.2
18地熱 エネルギー 16.6
19管理放牧 ⾷ 16.3
20原⼦⼒ エネルギー 16.1
21クリーンな調理コンロ ⾷ 15.8
22洋上⾵⼒発電 エネルギー 14.1
23農地再⽣ ⾷ 14.1
24稲作法の改良 ⾷ 11.3
25集光型太陽光発電 エネルギー 10.9
26電気⾃動⾞ 輸送 10.8
27地域冷暖房 建物と都市 9.4
28多層的アグロフォレストリー ⾷ 9.3
29波⼒と潮⼒ エネルギー 9.2
30メタンダイジェスター エネルギー 8.4

出典︓『ドローダウン 地球温暖化を逆転させる100の⽅法』より平島作成



⼥児の教育機会、家族計画と気候変動

l 偶然でなく選択により⼦どもを持つ
l 貧困の世代間連鎖を断ち切り、⼈⼝増加を抑制

l IPAT恒等式︓環境経済学における数式
Impact = Population x Affluence（豊かさ） x Technology

l I︓⼈間が環境に及ぼす影響
⼈間の数、消費レベル、⽤いる技術の種類によって決まる

l ⼥性の⾃由と機会、基本的⼈権の認識の問題
※気候変動対策として有効だから、ではなく

l 教育はレジリエンスも⾼める



移動と交通

社会や⽣活の成⽴に⽋かせない

• 移動︓⽬的 Why

• 交通︓⼿段 How

移動をさらに分解すると

• 移動⾃体が⽬的

• ⽬的は別に存在、移動は⼿段



GHG排出内訳
（分野別）

運輸部⾨︓16.2%

道路輸送︓11.9%（運輸の73%）
⾃動⾞、トラック、⼤型貨物⾞、
オートバイ、バスなど、ガソリン
とディーゼルの燃焼による排出量
その60%は旅客、40%は貨物

道路輸送全体を電化し、
完全に再エネ化すれば、
GHGを11.9%削減できる
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エネルギー消費

農業
⼟地改変
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19%



産業部⾨
17%

業務その他部⾨
28%

家庭部⾨
22%

運輸部⾨
31%

廃棄物分野（⼀般廃棄物）
2%

製造業

建設業・鉱業

農林⽔産業

業務その他部⾨

家庭部⾨

⾃動⾞

鉄道

船舶

廃棄物分野（⼀般廃棄物）

部⾨・分野 構成⽐排出量
［千t-
CO2］

合 計 1,428 100%
産業部⾨ 241 17%
製造業 203 14%
建設業・鉱業 16 1%
農林⽔産業 21 2%

業務その他部⾨ 401 28%
家庭部⾨ 318 22%

運輸部⾨ 437 31%

⾃動⾞ 424 30%

旅客 229 16%
貨物 195 14%

鉄道 14 1%
船舶 0 0%
廃棄物分野（⼀般
廃棄物）

31 2%

松本市 部⾨・分野別CO2排出量（2023年度）
松本市は運輸部⾨におけるCO2排出割合が、世界や⽇本の平均に⽐べて多い → 排出を減らしたい
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合計移動回数に占める移動⼿段割合の推移（2018〜2023）

⾃動⾞ 徒歩 ⾃転⾞ 鉄道 オートバイ バス

出典: Google Environmental Insights Explorer のデータに基づき平島作成

どのようにして
移動している︖

コロナが転機︖
密を避けるクルマ利⽤が増え、
その状態が続いている︖
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松本市

塩尻市

安曇野市

諏訪市

茅野市

⻑野市

甲府市

富⼭市

宇都宮市

東京都

都市別の移動⼿段割合（移動回数、2023年）

⾃動⾞ 徒歩 ⾃転⾞ 鉄道 オートバイ バス 地下鉄・路⾯電⾞

出典: Google Environmental Insights Explorer のデータに基づき平島作成

地域事情によりクルマ利⽤頻度は異なる
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市⺠アクションプランには



EVカーシェアリング

• 市役所本庁舎の敷地内に電気⾃動⾞（EV）を新たに２台配備
• 平⽇昼間は市職員が利⽤
• 平⽇夜間及び休⽇は市⺠が利⽤可能

16



公共交通は本当に“公共”になっているか︖

17

交通政策の大きな矛盾
～ 道路建設は公共、公共交通の運営は民間依存 ～



松本市の路線バスは2023/4/1から公設⺠営に

路線バスの３要素について市が責任をもつ
• 定義︓公設⺠営バス ＝ 市が制度設計し、⺠間事業者が運⾏
• 路線バスを 「社会インフラ」 と位置付け
• 市が、運⾏資⾦を担保し
• 重要な３要素（ルート／バスダイヤ／運賃）を設定する
• 市が強く関与して市⺠の⾜を確保 ＜⺠間事業者経営からの転換＞
• 複数年協定で路線バス事業運営の安定化を図り、将来にわたって持続可能

な交通サービスを提供
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交通⼿段ごとの⼆酸化炭素排出原単位を⽤いて、CO2排出量を計算しました
• クルマ︓0.147 kg-CO2/⼈・km

電⾞ ︓0.019 kg-CO2/⼈・km 、バス︓ 0.051 kg-CO2/⼈・km
• 出典︓環境省資料（ https://www.env.go.jp/content/900445318.pdf ）

移動距離（往復）とCO2排出量
• 公共交通機関 1.53 kg-CO2

電⾞ 67km 1.27 kg-CO2

バス 5km    0.26 kg-CO2

• クルマ 74km  10.9 kg-CO2

• 排出量差︓10.9-1.53=9.37 kg-CO2

クルマを使うことで余分に排出する9.37 kg-CO2 のCO2を考察︕
• 中部電⼒ミライズの電⼒を使う場合、20.4 kWhの電⼒消費に相当

（ 1 kWhの電⼒消費でCO2を 0.459 kg-CO2 排出します）
• ⼀般家庭の⽉間消費電⼒量は約300 kWh、1⽇あたりは約10 kWh

つまり、家庭の2⽇間の電⼒消費に相当するCO2を余分に排出します
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公共交通機関 クルマ
CO2排出量、kg-CO2

諏訪から松本市教⽂センターまでの移動

公共交通機関を使わずクルマ移動すると何が起きる︖

https://www.env.go.jp/content/900445318.pdf


⾃宅（諏訪市） ↔ 松本市教育⽂化センター
公共交通機関

●⾏き
13:40 ⾃宅出発
13:50-14:27 JR 594円、33.5km
15:00-15:12 バス 200円、2.5km
15:12-15:32 徒歩 2km
15:32 教⽂センター到着
●帰り
17:30-17:50 徒歩 2km
17:52-18:03 バス 200円、2.5km
18:13-18:53 JR 594円、33.5km
19:03 ⾃宅到着

交通費合計 1,588円

所要時間 5時間23分
会議時間 1時間30分
読書時間 2時間20分
差し引き 1時間33分（ほぼ歩⾏時間）

クルマ
●⾏き
14:30-15:45 クルマ 37km
15:45 教⽂センター到着

●帰り
17:30-18:45 クルマ 37km
18:45 ⾃宅到着

費⽤合計 4,486円
ガソリン代 786円、維持費 3,700円

所要時間 4時間15分
会議時間 1時間30分
読書時間 0分
差し引き 2時間45分（ほぼ運転時間）

クルマは1時間強を失ってしまう、とも⾔える





運輸部⾨のエネルギー消費を⼗分の⼀にする



欧州の都市は脱⾃動⾞を⽬指す

パリ︓「15分シティ」構想

バルセロナ︓「スーパーブロック」計画

ロンドン︓「低交通量区域（LTN）」規制

ミラノ︓「オープンストリート」計画



26出典︓「ドイツのコンパクトシティはなぜ成功するのか 近距離移動が地⽅都市を活性化する」村上敦著

道路や駐⾞場に使う空
間を縮⼩

↓
街路や公園など歩⾏者
や居住者のための空間
が拡⼤
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70名の移動、2014年撮影、伊勢町通り



Sunita Narain: Come out and claim the road
November 10, 2013 , Business Standard

Now the challenge is to reinvent city planning 
so that we can do this as we become rich.

インド⼈の⼤半は今でも、バスに乗るか、歩くか、⾃転⾞に
乗るかしている
インドの多くの都市では⼈⼝の20%が⾃転⾞で移動している
それはわれわれが貧しいからだ
これからの課題は、

⼈々が豊かになってもそうし続けられるように
都市計画を考え直すことだ





⽇産⾃動⾞が⽬指すもの

• コーポレートパーパス
「（移動と社会の可能性を広げることで）⼈々の⽣活を豊かに」
※ 社会に存在する理由、進むべき⽅向を明確にしたもの

• 社⻑が語るビジョン
社会やお客さまが求めているのは、暮らしに寄り添い、⽇々
その価値を実感できる実⽤的なテクノロジーです。
モビリティの知能化を通じて、最先端のテクノロジーを、
より安全に、より直感的に、より多くの⼈にお届けしていきます。
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マスキー法とホンダCVCCエンジン開発

• マスキー法
1970年に⽶国で制定した、極めて厳しい⾃動⾞の排出ガス規制

• 5年後の1975年型⾞から、⼀酸化炭素と炭化⽔素の排出量を従来の
10分の1に減らすよう定めた

• 当時、世界の⾃動⾞メーカーたちは「達成不可能」と反対した
※触媒を使うしかなく、コストアップになると主張

• ホンダのみエンジンそのものの開発で対応できると宣⾔し実現



グループ対話 1︓クルマ利⽤を減らすアイデア



グループ対話 1︓クルマ利⽤を減らすアイデア



グループ対話 2︓鎌⽥地区の好きなところ、ここが気になる



グループ対話 2︓鎌⽥地区の好きなところ、ここが気になる


